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Ⅰ はじめに 

 

１．背景と目的 

わが国では、2008 年をピークに人口減少時代に突入しており、今後の更なる人口減少・

少子高齢化の進展と、これに伴う地域経済規模の縮小、生活水準の低下などが懸念されてい

ます。東京・大阪・愛知等の大都市圏では、地方からの人口流入により人口が維持されてき

ましたが、近年はコロナ禍を契機としたテレワークの普及や地方移住への関心の高まりな

ど、人の流れに変化の兆しも見られています。一方で、地方都市では人口を維持していくこ

とが困難な状況にあります。 

そこで、国では「東京一極集中の是正」「若い世代の就労・結婚・子育ての希望の実現」

「地域の特性に則した地域課題の解決」の視点から、2014 年 12月に「まち・ひと・しごと

創生長期ビジョン」と、5か年の目標や施策等をまとめた「まち・ひと・しごと創生総合戦

略」を策定し、2060 年に 1 億人程度の人口の確保を目標に掲げてきました。第 1 期（2015

～2019 年度）、第 2期（2020～2024年度）と取組を進めてきた結果、地方創生の意識や取組

は全国に根付いてきたものの、人口減少や少子高齢化、東京一極集中は依然として深刻な状

況が続いています。 

こうした中、国は「地方創生 2.0」として新たな段階に進み、デジタル田園都市国家構想

の実現に向けて、デジタル技術の活用による地域課題の解決、地方への新しい人の流れの創

出、魅力ある地方の拠点づくりなど、地方の社会課題解決と持続可能な発展を両立させる取

組を強化しています。 

内灘町人口ビジョンは、国の長期ビジョンを踏まえ、本町の人口の現状分析と将来推計に

より、行政・町民が人口に関する現状を共通で認識し、今後の目指すべき方向性と人口の将

来展望を示すことを目的に、策定および必要な改訂を行うものとします。 

 

２．対象期間 

内灘町人口ビジョンの対象期間は、国の長期ビジョンの期間と整合を図り、2060 年（令

和 42年）とします。 

 

３．将来目標人口の設定 

内灘町人口ビジョンでは、これまでの人口動向（自然増減・社会増減）や国・県・町の各

種施策を勘案した将来目標人口を掲げ、「内灘町総合戦略」における施策を推進していくた

めの指標の一つとして設定します。 
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Ⅱ 内灘町の人口動向分析 

 

１．人口の動向 

（１） 人口ピラミッド（1990年と 2020年の比較） 

 35年間で、老年人口は大幅に増加し、年少人口は減少しています。 

 

 

 

出典：国勢調査 
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（２） 人口・世帯数・世帯人員の推移 

 人口は、1995年頃まで宅地開発などにより増加し、以降も微増が続いていましたが、

2015年以降は減少に転じています。 

 世帯数は増加傾向が続く一方で、世帯人員は減少傾向が続いています。 

 17 地区別の 10 年間の人口については、白帆台が 1.7 倍に急増したものの、15 地区

で減少しています。 

 

 

出典：国勢調査、住民基本台帳（各年９月末現在） 

 

【参考】17地区別人口の 10年間の増減（2014年→2024年の増減割合） 
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（３） 年齢３区分別人口の推移 

 年少人口は減少傾向、老年人口は増加傾向が続いており、2010 年に老年人口が年少

人口を上回っています。 

 生産年齢人口は 1995 年をピークに減少傾向が続いています。 

 推移に、男女による大きな差はみられません。 

 

 

※年齢不詳は除く                           出典：国勢調査 
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（４） 年齢３区分別人口割合の推移 

 1985 年以降、年少人口と生産年齢人口の割合は減少する一方で老年人口の割合が増

加し、高齢化率が高まっています。 

 女性の方が、男性よりも高齢化率が高い状況にあります。 

 

 

出典：国勢調査 
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（５） 年齢３区分別人口割合の比較（2020年） 

 本町の高齢化率は、石川県や全国と比べ低い状況にあり、男性より女性の方が、その

差は顕著にみられます。 

 白帆台・ハマナス・湖西・千鳥台・大根布を除く 13の地区の高齢化率が 30％を超え

ており、特に室は 46％という状況にあります。 

 

 

 

出典｜国勢調査 

【参考】地区別年齢３区分別人口割合（2025年） 
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（６） 自然動態の推移 

 2015年以降、出生者数は減少、死亡者数は増加傾向にあります。 

 

 
※調査は前年 10/1～9/30までの集計   

出典：石川県の人口動態（～2006 年）、石川県の人口と世帯（2007 年～） 

 

 

（７） 合計特殊出生率（1）の推移 

 1975年以降、全国や石川県と比べて低く推移しており、2010年以降はその差が拡大
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す。 

 また、20～24歳および 25～29歳については、男女ともに婚姻率が低く、学生割合が

高くなっています。 

 

【参考】女性年齢階級別出生率（2023年）の比較 

 
出典：人口動態統計、石川県の人口と世帯（10 月 1 日現在）より算出 
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（８） 社会動態の推移 

 2015 年以降、転入者数は概ね 750 人から 950 人の間で推移していますが、転出者数

は 900人前後で一定に推移しています。 

 全体を通して、やや転出超過傾向にあり、転入・転出者数ともに縮小傾向にありま

 す。 

 

 
※調査は前年 10/1～9/30までの集計   

出典：石川県の人口動態（～2006 年）、石川県の人口と世帯（2007 年～） 
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（９） 年齢階級別転入・転出の状況（2015年→2020年） 

 「20～39歳」は、転入・転出者数ともに多くなっています。 

 転入超過数は、「20～24歳」が顕著であるほか、「0～9歳」「35～44歳」「85歳以上」

も多くなっています。 

 一方、転出超過数は、「25～29歳」が最も多くなっています。 

 

 
出典：国勢調査 

 

  

56 100 16

-36

247

-158
-67

48 49

-29
-9 -23

15

-3 -8

12

-12

64

104
157

46
85

586

364

291 233

179

85 78
50

57

45 40

38

30

118

48 57 30

121

339

522

358

185

130

114
87 73

42

48 48

26

42

54
-300

-200

-100

0

100

200

300

400

0

100

200

300

400

500

600

700

0
～
4
歳

5
～
9
歳

1
0
～
1
4
歳

1
5
～
1
9
歳

2
0
～
2
4
歳

2
5
～
2
9
歳

3
0
～
3
4
歳

3
5
～
3
9
歳

4
0
～
4
4
歳

4
5
～
4
9
歳

5
0
～
5
4
歳

5
5
～
5
9
歳

6
0
～
6
4
歳

6
5
～
6
9
歳

7
0
～
7
4
歳

7
5
～
7
9
歳

8
0
～
8
4
歳

8
5
歳
以
上

転入－転出 転入 転出

転
入
出
者
数
（
人
）

転
入
出
差
（
人
）



内灘町人口ビジョン 

 

12 
 

（１０） 男女別・年齢階級別社会動態の推移 

 「15-19 歳 → 20-24 歳」は進学などにより、「30-34歳 → 35-39歳」および「0-4

歳 → 5-9歳」は新築など住居の取得により転入超過の傾向にあると考えられます。 

 「20-24 歳 → 25-29 歳」は就職や結婚などにより転出超過の傾向にあると考えられ

ます。 

 女性の方が、男性よりも社会増減が顕著に現れています。 

 

 

 
 

 
出典：地域経済分析システム（RESAS） 
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（１１） 転入元・転出先（2015年→2020年） 

 転入出ともに金沢市が最も多く、次いで県外が多くなっています。 

 上記のほか、石川中央都市圏（2）内の転入出が多くなっています。 

 

 
出典：国勢調査 

 

 県外からの転入元は、富山県が最も多く、次いで東京都、愛知県が多くなっていま

す。 

 県外への転出先は、東京都が最も多く、次いで富山県、愛知県が多くなっています。 

 

 

出典：国勢調査 
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（2）人口減少・少子高齢化が進展する中、地域において中核都市と近隣市町が連携し、「経済成長のけん引」、「高次都市

機能の集積・強化」および「生活関連機能サービスの向上」に取り組むことにより、一定の圏域人口を有し活力あ

る地域経済を維持するため形成する拠点を連携中枢都市圏といい、2016年 3 月に金沢市を中心都市として白山市・

野々市市・かほく市・津幡町・内灘町が形成した圏域の名称。 
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（１２） 男女別転入元・転出先（2015年→2020年） 

 男性は金沢市からの転入が最も多く、次いで志賀町、能登町、宝達志水町が多くなっ

ています。 

 女性は県外からの転入が最も多く、次いで羽咋市、七尾市、中能登町が多くなってい

ます。 

 

 
出典：国勢調査 
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２．産業別人口の動向 

（１） 産業３区分別人口割合の石川県、全国との比較（2015 年） 

 第１次産業の就業者人口割合は石川県および全国と比べ低い状況にあります。 

 第２次産業の就業者人口割合は石川県より低く、全国よりは高い状況にあります。 

 第３次産業の就業者人口割合は石川県より高く、全国とほぼ同水準となっていま

す。 

 

出典：国勢調査 

 

（２） 産業３区分別人口の推移 

 第１次産業の就業者人口は低水準・横ばい傾向が続いています。 

 第２次産業の就業者人口は 1995 年以降減少に転じ、2010 年で下げ止まっていま

す。 

 第３次産業の就業者人口は増加が続いており、2020年では 1985年の約 1.4倍に増

加しています。 

 

出典｜国勢調査 
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（３） 産業（大分類）別人口・特化係数（2015 年） 

 男性の就業者数は、「Ｄ 建設業」「Ｅ 製造業」「Ｈ 運輸業、郵便業」「Ｉ 卸売業、

小売業」が多く、一方、就業者割合は、「Ｃ 鉱業、採石業、砂利採取業」「Ｄ 建設

業」「Ｈ 運輸業、郵便業」「Ｐ 医療、福祉」が石川県全体の割合と比較して高くな

っています。 

 女性の就業者数は、「Ｅ 製造業」「Ｉ 卸売業、小売業」「Ｐ 医療、福祉」が多く、

一方、就業者割合は、「Ｄ 建設業」「Ｈ 運輸業、郵便業」「Ｐ 医療、福祉」「Ｒ サ

ービス業」が石川県全体の割合と比較して高くなっています。 

 

※特化係数（県比較）：町の X 産業の就業者比率／石川県の X産業の就業者比率 

出典：国勢調査 
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（４） 産業（大分類）別年齢構成（2020年） 

 第１次産業の就業者は、60 歳以上の高齢者が４割以上を占めています。 

 その他の産業については、60歳未満の就業者が概ね８割前後を占めています。 

 

 

出典：国勢調査 
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（５） 就業者（15歳以上）の従業地（2020年） 

 就業者（15歳以上）の従業地は、町内が約３割、町外が約７割となっています。 

 特に、金沢市の割合が約５割を占めており、町内を含む石川中央都市圏内を従業地と

する就業者は全体の９割以上を占めています。 

 

 

出典：国勢調査 

 

 

【参考】昼夜間人口比率の県内他市町との比較（2020年） 

 本町の昼夜間人口比率は、県内で最も低い状況にあります。 

 

 

出典：国勢調査 
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３．人口動向分析のまとめ 

【人口の推移】 

 人口は 2015 年の国勢調査まで増加を続けていましたが、2016 年以降は減少に転じてい

ます。 

 世帯数は増加する一方で、世帯人員は減少傾向にあります。 

 町民の年齢構成は、石川県や全国と比べ、年少人口、生産年齢人口の割合が高く、高齢

化率は低い状況にあります。 

【自然動態の推移】 

 2015年以降、出生者数は減少、死亡者数は増加傾向にあります。 

【合計特殊出生率の推移】 

 石川県や全国の合計特殊出生率は 2005年以降増加傾向に転じていますが、本町は減少傾

向が続き、石川県や全国と比べ低水準にあります。 

 年齢階級別出生率は、石川県と比べ、特に 20 歳代と 30～34 歳が低い状況にあります。

このうち 20 歳代については、男女ともに婚姻率が低く、学生割合が高いことから、若年

層における学生の多さが、合計特殊出生率が低い要因のひとつと考えられます。また、

「30～34 歳→35～39 歳」の女性と「0～4 歳→5～9 歳」の男女が転入超過の傾向にある

ことから、町外で出産を終えた「30～34歳」の女性が子育て世帯で転入していることが、

合計特殊出生率が低い要因のひとつと考えられます。 

【社会動態の推移】 

 やや転出超過の傾向にありますが、白帆台地区の人口増加により社会増減の影響は少な

い状況にあります。また、転入・転出者数ともに総数は縮小傾向にあります。 

 「30～44歳」と「0～9歳」の親子とみられる世代が転入超過となっています。このほか、

転入は「15～19歳→20～24歳」の女性、転出は「20～24歳→25歳～29歳」の女性が特

に顕著にみられます。 

 男性は金沢市からの転入、女性は石川県外からの転入が多くみられます。 

【産業の推移】 

 産業別人口では、第３次産業の就業者人口割合が高く、近年も増加傾向にあります。 

 就業職種は、男性は「建設業」「製造業」「卸売業・小売業」が多く、女性は「製造業」

「卸売業・小売業」「医療・福祉」が多くなっています。 

 就業者（15 歳以上）の従業地は、金沢市が約５割、次いで町内が約３割を占めており、

石川中央都市圏が全体の約９割を占めています。 
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Ⅲ 将来人口の推計と分析 

 

１．内灘町の将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所推計準拠） 

 国立社会保障・人口問題研究所（以下、「社人研」という）推計準拠によると、2060

年には本町の人口は 18,018 人、2020 年と比較すると 8,556 人（約 32％）減少する

と推計されます。 

 

 

【社人研推計（2015 年・2020 年国勢調査人口をベースにコーホート要因法により推計）】 

≪出生に関する仮定≫ 

原則として、2015 年の全国の子ども女性比（15～49 歳女性人口に対する 0～4 歳人口の比）と各市町

村の子ども女性比との比をとり、その比が概ね維持されるものとして 2020 年以降、市町村ごとに仮

定。 

≪死亡に関する仮定≫ 

原則として、55～59 歳→60～64 歳以下では、全国と都道府県の 2015 年→2020 年の生残率の比から

算出される生残率を都道府県内市町村に対して一律に適用。60～64 歳→65～69 歳以上では、上述に

加えて、都道府県と市町村の 2000 年→2020 年の生残率の比から算出される生残率を市町村別に適

用。 

≪移動に関する仮定≫ 

原則として、2015 年→2020 年の国勢調査（実績）等に基づいて算出された移動率が 2040 年以降継続

すると仮定。 

26,574
25,935

25,015
24,011

22,895
21,718

20,564

19,341

18,018

3,344
2,961

2,560 2,340 2,239 2,099 1,904 1,696 1,504

16,055
15,426

14,663

13,668

12,229

11,172
10,490

9,911
9,272

7,175
7,547 7,792 8,003

8,426 8,446 8,170
7,733

7,242

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

総数 0～14歳（年少人口）

15～64歳（生産年齢人口） 65歳以上（老年人口）総数（人） 年齢別（人）



内灘町人口ビジョン 

 

21 
 

２．人口減少段階の分析 

 2040 年まで年少人口と生産年齢人口が減少し、老年人口が増加する「第１段階」が

続き、その後、2045年まで老年人口の横ばいが続く「第２段階」に移行、2045年以

降は、老年人口も減少していく「第３段階」となることが想定されます。 

 

 

 

出典：社人研推計準拠、内閣官房まち・ひと・しごと創生本部事務局資料より 
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３．全国と内灘町との比較 

 本町の総人口および年少人口、生産年齢人口の減少幅は全国より大きくなっていま

す。 

 2060 年の年齢３区分別人口割合については、本町の年少人口と生産年齢人口は全国

より割合が小さく、老年人口の割合は全国より大きくなっています。 

 

 
出典：社人研推計準拠より 

 

  
出典：国勢調査、社人研推計準拠（全国｜出生中位・死亡中位） 
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４．人口減少や高齢化の進展が内灘町に与える影響 

 社人研における推計人口では、2020年に比べ、2060年には年少人口は約 55％（1,840

人）減少、生産年齢人口は約 42％（6,783 人）減少、老年人口は約１％（67 人）増

加する見込みであり、今後、下記に示す影響が想定されます。 

 

 
 
①まちの活力の低下 

人口減少に伴い、飲食店や小売店舗等の日常生活に欠かせない生活関連サービスや商

店の衰退が予想され、それに伴う地域経済の縮小、更なる人口の減少など、まちの活力の

低下が懸念されます。 

②行政サービス水準の低下 

人口減少による税収の減少に伴い、町内の公共施設の維持や行政サービス水準の低下

が懸念されます。公共施設の統廃合や町民の移動を支えるコミュニティバス等の公共交

通機関のサービスの低下などにより、町民の日常生活における利便性の低下が予想され

ます。 

③現役世代の負担増加 

高齢化の進展に伴い、医療・福祉にかかる社会保障費の増大による負担の増加や、生産

年齢人口の減少が進むことによる自治会や消防団をはじめとする地域の自主的な活動の

担い手不足が予想され、地域の安全・安心の確保に向け、現役世代の負担の増加が懸念さ

れます。 

地域経済の縮小 
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人口減少  
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Ⅳ 内灘町の人口の将来展望 

 

１．目指すべき人口減少対策の方向性（基本方針） 

人口減少や少子高齢化の進展は、地域経済の縮小や町民の生活水準の低下等の影響が想

定されます。今後、本町の活力を維持し、持続的な発展に向け、下記に示す人口減少対策

を講じる必要があります。 

基本方針 １ 安全・安心な暮らしづくり 

令和６年能登半島地震の教訓を踏まえ、災害に強いまちづくりを進めるとともに、

すべての町民が生涯にわたって健康で安心して暮らせる環境を整備します。誰もが支

え合い、いきいきと活躍できる地域共生社会の実現により、持続可能な地域コミュニ

ティの維持を目指します。 

 

基本方針 ２ 選ばれるまちづくり 

本町の持つ自然環境や都市機能、交通利便性といった強みを最大限に活かし、すべ

ての世代にとって魅力的で住みやすいまちづくりを推進します。移住・定住の促進や

良好な居住環境の形成により、定住意向の向上を図り、社会減の抑制と転入者の増加

を目指します。 

 

基本方針 ３ 次世代を育む環境づくり 

少子化の進行を緩和し、将来にわたって活力あるまちであり続けるため、結婚・出

産・子育ての希望を叶えられる環境を整備します。子どもたちが健やかに成長できる

社会の実現により、自然増の拡大を目指すとともに、子育て世代に選ばれるまちとし

て、若い世代の定着と転入促進を目指します。 

 

基本方針 ４ 活力ある地域づくり 

地域が持つ多様な資源を活かした産業の振興と、新たな雇用の場の創出により、働

く場所としての魅力を高めます。地域経済の活性化と安定した雇用環境の整備を通じ

て、若い世代の町外流出を防ぎ、町内での生産・消費を促進することで、経済と人口

の好循環を生み出し、持続的に発展するまちを目指します。 
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２．将来目標人口の設定 

（１） 将来人口の考え方 

 基本方針を踏まえ、子育て環境の充実により、若年世代の定住を促進し、合計特殊出生率

（出生数）を向上させ、人口年齢構成のバランスの維持改善を図ります。また、町民の健康

増進や、安全安心な住環境の整備により、将来にわたって町の賑わい・活力を維持し、持続

可能な地域社会の実現を目指します。 

＜人口推計のための仮定＞ 

 自然動態：第２期と同様の合計特殊出生率の向上を目指します。 

⇒ 合計特殊出生率 2030 年に 1.8、2040 年に 2.07 まで向上、以降も維持 

 社会動態：2015～2020 年の社会動態の傾向（やや転入超過）を勘案し、社会増減がゼロであること

を基本に、定住促進施策等による若年世帯の社会増を目指します。 

⇒ 社会増減ゼロ ＋ 年間 10世帯（30 人）（※）の転入 
（※）30 歳代の夫婦と 0-4 歳の子ども（1 人）の 3 人世帯（定住促進奨励金交付時の転入者の家族構

成などを参考に設定、子どもの性別は 0-4 歳性比による） 

 令和６年能登半島地震による社会動態を考慮するため、2025 年の人口は住民基本台帳人口（2025

年９月末時点）を採用し推計します。 

 

（２） 将来目標人口 

上記のとおり町独自の施策を講じることにより、2060 年に 2 万 3 千人の人口を確保する

ことを目標とします。 
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（３） 将来目標人口における年齢３区分別人口の推移・比較 

 年少人口は、微増・横ばい傾向に転じ、2060 年には社人研推計準拠と比べ約 1,500人

の増加を目指します。 

 生産年齢人口は、2040 年以降、減少傾向が緩やかになり、2060年には社人研推計準

拠と比べ約 2,500 人の増加を目指します。 

 老年人口は、社人研推計準拠と同水準を維持することを目指します。 
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（４） 将来目標人口における出生の推移・比較 

 合計特殊出生率を国の目標と同様にした場合の出生数は、年間 190人程度に増加

し、2060年には社人研推計準拠と比べ約 110人の増加を目指します。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 将来目標人口における自然動態、社会動態の推移・比較 

 自然動態は、今後も自然減の状況が続きますが、2060年には社人研推計準拠と比べ

約 110人の減少幅の縮小を目指します。 

 社会増減は、毎年 10 世帯・計 30人の社会増を目指します。 
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（６） 将来目標人口における高齢化率の推移・比較 

 高齢化率は、2045 年をピークに減少傾向となり、2060年には 33％と社人研推計準拠

より 7％の抑制を目指します。 

 

 

 

（７） 将来目標人口における人口ピラミッドの比較 

 2060 年における人口ピラミッドについて、社人研推計準拠は生産年齢人口から年少

人口にかけて逆三角形となっているのに対し、将来目標人口は年少人口、生産年齢人

口ともバランスが保たれた状態となります。 
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2060年人口ピラミッド（社人研推計準拠）

1,000 800 600 400 200 0 200 400 600 800 1,000

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳～

2060年人口ピラミッド（将来目標人口）

男 女 

老年人口 
（65 歳以上） 

 

 

 

 

生産年齢人口 
（15～64 歳） 

 
 
 

年少人口 

（0～14 歳） 

男 女 

老年人口 
（65 歳以上） 

 

 

 

 

生産年齢人口 
（15～64 歳） 

 
 
 

年少人口 

（0～14 歳） 



 

 
 

 

 

内灘町人口ビジョン 

 

策 定  平成 27年 10 月 

改 訂  令和 8 年 3 月 

発 行  内灘町 

編 集 都市整備部企画課 

 〒920-0292 石川県河北郡内灘町字大学１丁目２番地１ 

 TEL 076-286-1111 

 FAX 076-286-0617 

 URL http://www.town.uchinada.lg.jp 


	Ⅰ　はじめに
	１．背景と目的
	２．対象期間
	３．将来目標人口の設定

	Ⅱ　内灘町の人口動向分析
	１．人口の動向
	（１） 人口ピラミッド（1990年と2020年の比較）
	（２） 人口・世帯数・世帯人員の推移
	（３） 年齢３区分別人口の推移
	（４） 年齢３区分別人口割合の推移
	（５） 年齢３区分別人口割合の比較（2020年）
	（６） 自然動態の推移
	（７） 合計特殊出生率（1）の推移
	（１）
	（８） 社会動態の推移
	（９） 年齢階級別転入・転出の状況（2015年→2020年）
	（１０） 男女別・年齢階級別社会動態の推移
	（１１） 転入元・転出先（2015年→2020年）
	（１２） 男女別転入元・転出先（2015年→2020年）

	２．産業別人口の動向
	（１） 産業３区分別人口割合の石川県、全国との比較（2015年）
	（２） 産業３区分別人口の推移
	（３） 産業（大分類）別人口・特化係数（2015年）
	（４） 産業（大分類）別年齢構成（2020年）
	（５） 就業者（15歳以上）の従業地（2020年）

	３．人口動向分析のまとめ

	Ⅲ　将来人口の推計と分析
	１．内灘町の将来人口推計（国立社会保障・人口問題研究所推計準拠）
	２．人口減少段階の分析
	３．全国と内灘町との比較
	４．人口減少や高齢化の進展が内灘町に与える影響

	Ⅳ　内灘町の人口の将来展望
	１．目指すべき人口減少対策の方向性（基本方針）
	２．将来目標人口の設定
	（１） 将来人口の考え方
	（２） 将来目標人口
	（３） 将来目標人口における年齢３区分別人口の推移・比較
	（４） 将来目標人口における出生の推移・比較
	（５） 将来目標人口における自然動態、社会動態の推移・比較
	（６） 将来目標人口における高齢化率の推移・比較
	（７） 将来目標人口における人口ピラミッドの比較



